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横須賀市内近郊で活躍する市民活動団体  が一同に集まる 2 日間



注目！
「のたろんフェア 2024」に参加するこの団体に

のたろん ちょこっとお話うかがいました。

ヤト活倶楽部の「ヤト」は「谷戸」の「ヤト」

キーワードは、#歯科衛生士 # 復職支援

「観せる」演劇へのステップアップに挑戦中

人の身体を知りつくしたスペシャリスト

精神障がい、発達障がいの方の仕事をサポート

丘陵地があり谷戸がある、三浦半島の地形の特徴でもあります。尾根
に作られた生活のための道はまっすぐではなく迷路のような細い道。
斜面や階段登ればそこに絶景スポットがあったりする。そんな横須賀
の谷戸を学んだり歩いたり語ったりする活動をしています。

歯科衛生士として働く女性を支援応援。情報交換会を開催
するなど、歯科衛生士として誇りを持って学び続けられ、
復職できる環境づくりを目指します。
口腔衛生についても多くの方に知ってもらいたいです。

「すべての人が力を発揮できる場」をモットーに、劇団員がキャストの
みならずスタッフとしても参加しながら、みんなで作り上げる演劇作
品を発表しています。2019 年に設立した横須賀シニア劇団です。

リハビリの知識と技術を持つ専門家の団体です。
健康な生活を長く続け、介護を受ける状態にならな
いようにする「介護予防教室」や「体操教室」をお
こなっています。

精神障がい、発達障がいのために「お仕事がうまくいかない」
という方のサポートをしています。一定期間、就労に必要な
知識や能力の向上のために必要な訓練を行う「就労移行支援
事業所」です。就職したあとの「定着支援」もしています。

公開イベントも不定期ですが
今年も開催します。
楽しみにしていてください！

歳をとるヒマがない
（^_^）って思っちゃうほど
活動は楽しいですよ。

始めたばかりでいろいろ手探りですが、
みなさんと交流しながら
活動の輪を広げていきたいです！

定期的に無料体験を
おこなっています。
お気軽にご連絡ください！

横須賀ヤト活！倶楽部

DH 未来プロジェクト

横須賀シニア劇団　よっしゃ！！

地域を明るくするリハビリテーション専門職の会 横須賀

ディーキャリア横須賀三浦オフィス

子育てが一段落して復職した時に感じた
充実感と楽しさを、今家庭にいる女性に
も感じてほしくて活動を始めました。

横須賀市内近郊で活躍する市民活動団体  が一同に集まる 2 日間
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（注意）参加団体はブースによって、のたろんフェアの開催日 2/10（土）か 2/11（日）のどちらかのみ参加という場合があります。
詳細は市民活動サポートセンターのホームページ「のたろんweb」で随時公開していますので、ご覧ください。



作業着に穏やかな笑顔、二十数年にわたる地域での地道な

活動で栄典をうけた水辺公園友の会の別府さんにお話を伺っ

た。

戦後の復興がはじまったばかりの昭和 22 年（1947 年）

岡山に生まれる。実家は兼業農家、周りは田んぼ、近くには

大きな川も流れていた。

家の手伝いで、田植えや稲刈りをした。満足な図鑑も持っ

ていなかったが、６歳年上の兄と野鳥を見に行ったり、霞網

を使い、見よう見まねで鳥を捕まえて飼ったこともあった。

川では、友達と一緒にあるいは一人で、魚を捕った。「夜、

行くんです。潜ると浅瀬で魚が眠っているので突ける。潜ら

ないときは、棒の一方に“やす”を付け、もう一方に“網”を付け、

一本の棒にして片手に持ち、もう一方の手にはカーバイトを

入れたアセチレンランプに火をつけ、照らしながら魚を探し

た」毛針を使った釣りもしていた。こんなことをしていたの

は、僕たちの世代が最後かも知れない、という。

学生時代は、部活で空手に明け暮れた。自然・理科への興

味は続いていて、工学を志した。静岡にある大学の工学部に

進学。学生運動真っ盛りの時代で、落第しなければいいやと

のんびりと好きなことをやった。あんなゆるかった時代は無

いという。

学内に張り出された会社案内を見て、横浜にあるプラント

会社に就職を決める。最初は研究所で直接脱硫装置の研究を

した。その後は、石油プラントや潤滑油工場の設計。事前調

査段階のＦＳから、設計、現地での建設、試運転、引き渡し。

約３、４年かかるプロジェクトにも加わった。

仕事に勤しむ一方、自然の中に入って行く機会ができた。

日本野鳥の会に入ったり、会社の登山クラブで、山に挑んだ。

丹沢、上越、八ヶ岳、南・北アルプス、飯豊や鳥海に行った

こともある。「夏の沢は気持ちがよい。冬の山に行ったら、

厳しいけれど虜になる」

結婚して、上大岡から久里浜に転居した。

自然保護活動をはじめたきっかけは、夫人が参加していた

別 府  史 朗 さ ん

～市民活動を支える人たち～

子育ての集まり、キンモ

クセイの会。柴田敏隆先

生を呼んで、いろいろな

ところに案内してもらっ

たこともあり、「小網代は

良いよ」と言われ、その

回には、別府さんも参加

した。そして、小網代の

森を守る会に入った。作業はあまり行けなかったが、みんな

で木を切ったり、葦を刈ったりした。

また、柴田先生の三浦半島自然保護の会の活動で、トウキョ

ウサンショウウオを中心に三浦半島の自然観察に参加した。

そんなとき、アカガエルの観察会の途中で見つけた、野比の

造成地、谷戸の入り口に造られた30mほどの壁が目にとまっ

た。しばらくして、その場所に公園ができ、管理事務所入り

口にボランティアの募集案内が貼ってあった。入ろうかな、

どうしようかなと思った。

そして、2000 年、水辺公園友の会発足に合わせてボラン

ティアに参加。まもなく幹事と事務局を引き受けた。2008

年に 5 代目の会長になり、毎日徒歩で通ってくる 1 歳違い

の副会長山口さんたちとともに、活動をしている。今の問題

は若いボランティアが殆んどいないこと。

水辺公園は、池と湿地そしてそれを取り巻く樹林を持った

横須賀では数少ない多様な自然の公園で、最近は、ハンゲショ

ウやニリンソウ群生地、またアサザ、ネムノキの花を楽しみ

に、東京など遠くから見に来られる方も多くなってきた。

別府さんは、「水辺公園は、今の状態を維持して、次の人

に渡したい。次の世代の考え方が我々と違ってもそれなり

に考えてやってくれればいいな。」という。市民活動は、す

ばらしい活動だからといって多くの人に知られているとは

限らない。世代を繋いで、続いていってほしいと思ったイ

ンタビューでした。 （はこざき）

団体紹介

YRP にある「光の丘水辺公園」で、指定管理者と協働でボランティア活動をしています。
①横須賀、三浦半島の動植物の再生ならびに自然環境の

維持のため、動植物の調査、動植物の保全・保護
②来園者への案内
③自然観察会、探鳥会、自然教室などの実施

〈主な表彰〉
2020 年 5 月 第 31 回「みどりの愛護」功労者 国土交通大臣表彰
2023 年 11 月 緑綬褒章受章

水辺公園友の会

水辺公園友の会
メンバー募集しています！

代表

電話番号 046-849-7650
水辺公園管理事務所にご連絡ください。

かつてこの地にあった里山の素晴しい自然環境を再生し、後世に伝えよう！

山口さん（左）と、別府さん（右）



のたろん 検索

情報誌「のたろん」新春号（通巻 97 号）
発行 横須賀市立市民活動サポートセンター
編集 指定管理者 特定非営利活動法人 YMＣＡコミュニティサポート
横須賀市本町 3-27（京浜急行汐入駅徒歩 1 分）
TEL ０４６－８２８－３１３０
FAX ０４６－８２８－３１３２

2024 年 1 月 1 日

市民活動サポートセンターは、市民活動、ボランティア活動の打合せや作業、情報収集を
行なう施設です。ご利用の際は受付にて利用票のご記入をお願いします。

編集ボランティア／はこざき・みずたに・おぐし
スタッフ／ぬまさき・のぎむら

サポートセンターのホームページ「のたろん Web」は

サポセンは、福祉、まちづくり、文化、環境、国際、災害救援など、
あらゆる分野の市民活動をサポートする施設。
通常 9 時から 22 時、土日も開館。印刷や打合せなどができます。

　“のたろん” で検索♪
平成 3年生まれ 32歳です。
趣味で小さな畑を借りていま
す。先日ケールを初めて収穫し
ました。家では、ごみ減らしチャ
レンジや韓国ドラマ一気見チャ
レンジをしたりします。ミニシ
アターに行くのも好きです。
三浦半島に越して 3 年の新米

ですがどうぞよろしくお願いいたします。

サポセンの若きニューフェイス !!

〈スタッフ紹介〉
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市民活動はちいさい疑問から！ のたろんが市民活動のことをサポセンスタッフぬまちゃんにききます。

おー、すごいね！　市民活動団体はいつでも作るこ
とができるわよ。活動は一人でもできるから、団体
名を考えて名前を付ければ、すぐに団体として活動
ができる感じね。でも、できれば仲間がいた方がい
いと私は思うなぁ。

誰も取り組んでない活動って、興味ある人
がいるか分からないし、ひとりでやるしか
ないと思って…。どうやって一緒に活動す
る人を探せばいいんだろ。

まずは、どんなことをしたいのか、どんなこ
とを解決したいのか、それを言葉にして人に
伝えていくのが大切だと思う。同じ問題意識
のある人が見つかるかもしれないし、興味を
持ってくれる人が現れるかもしれないよ。

のたろんシャイだから、上手にお話できないかもぉ。

えっ、シャイ…なの…？
私の中でのたろんは社交的なんだけど。
そうねぇ、人と喋るのが苦手意識があるっていう人は、
サポセンでは一人の団体でも登録できるから、まず団
体を作って登録して、チラシを置いたり、ポスターを
貼ったりして仲間を探すのがいいんじゃないかな！

ぬまちゃんのお話聞いていて、すぐに団体作れそう
な気がしてきたよ！
今日からのたろんは、市民活動団体〇〇です！って
言っちゃえばいいんだね！
資本金とか、実印とか、定款とか必要ないんだね !?

ねぇねぇ、ぬまちゃん。
こういう問題を解決したい！って思っていること
があるのだけど、そういう活動をしている団体が
見当たらなくて。この際だから、のたろんが団体
を作っちゃうことってできるのかな？

いらないいらない（笑
始めるのは簡単！でも、続けるのは難しい。市民活動団体って
そういうところがあると思うから、せっかく始めた活動を続け
ていけるように、いろいろな人に助けてもらえるように情報発
信をして、いろんな人との交流を大事にするといいと思います。

どんなことをしたいのか、どんなことを解決したい
のか、それを言葉にして人に伝えていくのが大切 !!

ひとりで始めるって寂しいイメージがあったけど、色んな
人と出会える可能性がある気がしてわくわくしてきた！！


